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論文内容の要旨

ニュートリノの存在は 1 930 年~C::Pau lHC::よって原子核のβ崩壊で放出される電子の連続スペクトノレ

を説明するため峨定された。その時は，スピンまを持ち，電荷を持たず，質量がほとんどない粒子と仮
定されていた。

現在，最もよく弱い本直作用と電磁相互作用を統一的に取り扱う乙とのできるWeinberg-Salam~

Glashow モデルでは，ニュートリノの質量はゼロと仮定されているが，光子の質量がゼ、ロなのカえゲー

ジ原理から導かれるような基本原理はない。しかも，統一理論 CS 0 ( 10)) などでは積極的lζニュート

リノに質量を与えている。また，宇宙論からも，ニュートリノに質量があれは暗黒物質問題，太陽ニ

ュートリノ問題にも影響を与える。

乙の様な状況の下で，終状態がMuon C long trac k) と Electron Cshower) から成る重ニュート

リノの崩壊現象の探索を行った。データは，我々のニュートリノ実験の主目的である IIp. e → IIp. .e イベント，

または lip. P → !lp. P イベントで用いたものと何の差も付けず同等なサブサンフ。ルから選択して得た。主な

パックグラウンド ν)l n → ρ一pπ\ 及び他の物理的に考え得るパックグラウンド， (1) Dal i tz Decay 

lipn →μ-Pπ0→ e+e-r ， (2)チャーム粒子の生成及び崩壊 (3)Chargedπ+ pro duct ﾌ� n を差し引い

て最終的に 6. 5 士 5.5 士 3.1 Cevents) を得た。また， 乙れをスキャン効率， フィルター効率で較正し

て. 6.8 土 5.8 土 3.1 イベントが得られた。我々は，乙の最終値に対して， νH →μe li 1 , C 1 =e orμ) ， 

からの寄与はないと考え， 9 0 ~ぢ C. L. の 1U He 12, 1 U Htt 1 2 についての包絡線を求めた。また，それ

以前の実験結果と比較する為 ~C::， 1 UHe 12= 0 として IUHμ 1 2 の上限値を. IUHμ1 2 = 0 として 1UHe 12 

の上限値を求めた。 UHμ 1 2 çと対しては，従来のデータより， 1 桁.......2 桁程度のよいデータが重い
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ニュートリノの質量値 200 ，..._， 370 (Me V) について得られた。 1 UHe 12 R: 対しては，重いニュー

トリの質量値 200 ，..._， 470 (MeV) に対して上限値を得た。

論文の審査結果の要旨

本論文は米国ブルックへブン研究所で行われた一連のニュートリノ実験の一つを扱ったものである。

現在迄に 3 種類のニュートリノ(香りの固有状態としてl.Ie , l.Ip., νr) が知られているが，質量値は実

験の誤差範囲で 0 と矛盾しない。乙れらのニュートリノの質量固有抗態 (ν1 ， ν2 ， ν3 ，まとめて νH と書

く)は，一般には香りの固有状態と同一である必要はなく混合状態と考えられる。従って香りの状態が生

成される時に質量を観測する実験を行えば， νH が分離できる可能性がある。

本実験はニュートリノビームが π → μ l/p.， e l.le , K→ μ 弘， e l.I e の反応で作られる乙とに着目し，も

し混合が存在すれば通常の l.Ip. ， νe 成分の他iと νH が存在する筈であり，それがニュートリノ検出器の中

で崩壊する時に生成する特徴的なシクゃナノレ， M ミューオンと電子の対"を探す乙とによって，重いニュー

トリノ切を検出しようと試みた。結果は否定的であったが、ニュートリノ間の混合行列 UHp.， UHe ，乙

対し、新しい上限値を得，ニュートリノの性質及び素粒子の標準理論に対し新しい知見を提供した。

よって本論文は博士論文の条件を満すものと認定する。

-73-




